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子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）の計画的な接種の推進について（依頼） 

 

本県における保健医療行政及び感染症対策の推進につきましては、日頃から多大なる御支

援・御協力をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 このことについて、過去３年間における小学６年生～高校１年生相当の女子を対象とする

定期接種の県内の状況を調査したところ、最終（年度末までに 16 歳になる）年度に１回目の

ワクチンを接種している場合が最も多く（接種者数の約 50％）、また、キャッチアップ接種等

の経過措置も実施されていることから、今年度においても、接種間隔を考慮した計画的な接

種を推進する必要があります。 

ついては、小児科、内科、産婦人科を含む医療機関に対して、次のとおり普及啓発資材を

送付しましたので、本県の取組の趣旨を御理解いただくとともに、貴会会員への周知に御協

力いただきますようお願いします。 

 

【送付内容】 

 〇定期接種最終年度のご案内（高校１年相当の女の子と保護者向け）｜厚生労働省 

〇４月以降のキャッチアップ接種経過措置のご案内｜厚生労働省※ 

※ 小児科のみの診療所には送付していません。 

 

【参考：広島県ホームページ】 

 〇子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）について 

 （https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hcdc/hpv.html） 

 

 

担当 感染症対策グループ 

電話 082-513-3079（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

（担当者 勝部、髙原） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hcdc/hpv.html


接種は合計3回で、完了するまでに約６か月かかるため、接種を希望する方は、 
今年の9月までに 接種を開始することをご検討ください。

です今年度末 まで（ ）来年の
３月末
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子宮頸がんは、若い年齢層で発症する割合が比較的高いがんです。

毎年１万人以上の女性が子宮頸がんにかかり、

毎年3,000人以上の女性が子宮頸がんで亡くなっています。
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公費による接種期間の最終年度にあたります。

HPVワクチン接種について
もっと詳しく知りたい方はこちら

厚生労働省ホームページ
厚労省　HPV　

HPVワクチンに関する
よくあるQ&Aはこちら検 索

公費による
HPVワクチンの接種は

小学６年～高校１年生相当の女の子が対象

HPVワクチンの公費接種

小学校６年 ～ 高校１年相当の女の子を対象に

（今年４月１日
時点で15歳）

の女の子

と保護者の方
へ

高校１年相当が最終年度

高校１年
相
当



HPVワクチン接種についてもっと
詳しく知りたい方はこちら

HPVワクチンに関する
よくあるQ&Aはこちら

2025 年4月

なりました

よくある
ご 質 問

なりました

2026年
３月末まで
になりました

公費による
HPVワクチン接種は

HPVワクチンの「キャッチアップ接種」に
ついてもっと詳しく知りたい方はこちら

平成９年度～20年度生まれの女性で

2024年度末までに
HPVワクチンを１回以上受けた方へ

公費による接種を希望する方は

をご検討ください。

Q.接種券が手元にありません。接種できますか？

A.住民票のある市町村で再発行が可能です。
ご不明な点やご相談がある場合も、市町村にご連絡ください。

今年度末までに

計画的に接種すること
2回目・3回目のワクチンを

平成９年度～20年度生まれの女性のHPVワクチン接種について

〇子宮頸がん予防のためのHPVワクチンの公費による接種を提供しています。

〇平成９年度～19年度生まれの女性は「キャッチアップ接種」、平成20年度生まれ（高校２年生
相当）の女性は「定期接種」として提供していますが、期限はどちらも2026年３月末までです。

〇2024年夏以降の大幅な需要増により、HPVワクチンの接種を希望しても受けられなかった方
がいらっしゃいます。そのため、2024年度末までに接種を開始した方が、全3回の接種を公費
で完了できるようにしました。

２回目の接種と３回目の接種には３か月以上の間隔をあける必要があります。
今年度内に２回目と３回目の両方の接種を希望する場合は、遅くとも今年の12月末までに
２回目のワクチンを接種してください。

HPVワクチン接種は合計3回です。

ご注意


